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１ はじめに　

　近年、友人関係によるトラブルや、勉強に対する不安などの様々

な理由で不登校の人が増えてきている中、フリースクールなどの新

しい学習システムが普及してきている。この研究でフリースクールに

ついて理解を深めることで、学校以外にも学習ができる環境がある

ことをより多くの人たちに知ってもらい、学校に行かなければならな

いという固定概念をなくす。

２ 調査方法
〈調査Ⅰ〉学校内

　(1)教育相談部長の橋本先生へのインタビュー

　(2)養護教諭の佐々木先生へのインタビュー

　

ー質問内容ー

①フリースクールについて賛成か、どう思うか

②不登校は実際受験や就職に影響するのか

③不登校になった際どのような対応をしているのか

④学校の必要性について

〈調査Ⅱ〉学校外
　フリースクールの方へのインタビュー（予定）

ー質問内容ー

①フリースクールの意義

②学校教育に求めるもの

③フリースクール卒業後の進路

④自由にさせるという教育方針でプラス、マイナスなこと

⑤どのようなことを不安に思っている人がいるのか

⑥どういう仕事につくことが多いのか

３ 調査結果
〈調査Ⅰ〉学校の先生への質問

(1)教育相談部長　橋本勝枝先生

①について

　フリースクールは子供次第。大切なのは自分らしくあること。

②について

　学力によって変わってくる。頑張って補講を受けて普通に大学に

行った人もいる。

③について

　不登校のパターンに合わせて対応していく。規定の日数に近くな

るたびに、声掛けをしたり、話し合ったりする。

④について　

　学校は勉強だけでなく、人間関係や協調性や様々な経験を積み、

社会に出る前の練習の場所。

 (2)養護教諭　佐々木美咲先生

①について

　学校で馴染めない子に今書があるのはいいが、学校ほどの手厚

いサポートがあるのか。

②について

　高校では出席日数が足りないと退学になることもあり、最終学歴

が中卒になるので、就職の条件で、高・大・高専以上の会社などに

は就職できないなどの影響が出る。

③について

　欠席が多くなった時点で、担任から生徒の家に連絡がある。保健

室では、生徒の話を聞いたり、生徒側が希望したらスクールカウン

セラーのカウンセリングを受けられる。（保健室は干渉しない。）

④について

　学校は学習面だけでなく人間関係や協調性、コミュニケーション、

礼儀を学ぶ場でもある。学校は集団行動を通して自分と違う経験を

知れたり、協力や意見のぶつかり合い、妥協を経験することで円滑

に業務を行える。

4 今後の課題　

　現段階の調査では、新しい学習システムでの社会的自立は、フ

リースクールのような学校の代替になる場所が社会にあまり浸透し

ていないため、難しいと考える。先生方は学校は社会を学ぶ一歩

手前の練習段階と言っていることから、今後調査予定である不登

校対策の一つであるフリースクールは、不登校者の社会的自立の

ための選択肢とは言いにくいと考える。
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